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ご存知でしたか？．．．マスクエディタを使って、対象のラスタオブジェクトに対して
ヌルマスクや個別のマスクラスタを編集・保存できます。

マスクエディタを使うことで．．．
●● 指定した領域を表示や他の処理から除外するためのマスクを作成できます。
●● 各種の描画ツールを使ってマスクする領域を選択 ( マーク ) できます。
●● 含める領域、除外する領域、選択した領域に対してハイライトカラーや透明度を設定できます。
●● マスクをヌルマスクサブオブジェクトや、別のバイナリラスタオブジェクトとして保存できます。
●● 表示処理や入力ラスタオブジェクトを表示するその他の処理で、マスクを直接作成・編集できます。

マスクエディタを使う方法
●● メニューバーから [ 画像 (Image)] ＞ [ ユーティリティ (Utilities)] ＞ [ マスクの編集 (Edit●Mask)] を選択するか、〈表
示マネージャ (Display●Manager)〉もしくは［凡例表示 (LegendView)］中でラスタの右マウスメニューから [ マス
クの編集 ] を選択します。
●● [ ラスタ (Raster)] ボタンをクリックして、対象のラスタを選択します。
●● [ 編集ツール (Edit●Tools)] パネル中の希望の描画ツールをクリックします。
●● マスクする領域を描いて、右クリックして領域をマーク ( 選択 ) します ( アクション待ちの状態 )。
●● [ ラスタから除外 (Exclude●from●Raste)] ボタンをクリックして、選択した領域をマスクします。
●● 必要に応じて上の 2つのステップを繰り返します。
●● [ ヌルマスク (Null●Mask)] または [ バイナリマスク (Binary●Raster)] トグルボタンをクリックして、現在のマスクを
対象ラスタのヌルマスクサブオブジェクトとして保存するか、別のバイナリラスタとして保存します。
●● [ 保存 (Save)] ボタンをクリックします。

さらに知りたいことがあれば．．．

マスクやヌルマスクの作成・編集
(Create and Edit Masks and Null Masks)

以下のテクニカルガイドをご覧ください：空間表示：
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クリックして対象とな
るラスタを選択します。

マスク領域を描くための
ツールを選択します。

クリックすることにより、選択
した領域をマスクに含めたり除
外したり、あるいは選択領域を
反転することができます。

クリックして、マスクに
アクションを適用します。

選択したハイライトカラーが
80％の透明度で表示ウィンドウ
に表示されます。

現在のマスクを対象ラスタのヌルマスクサブオブジェクト
として保存するか、別のバイナリラスタオブジェクトとし
て保存するか、保存方法を選択します。
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